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(57)【要約】
　本発明は、第１、第２、第３、第４延伸開口を含むプ
ラスチックフレーム部材；前記第１延伸開口を通して延
びている第１電池セルの第１電極端子及び第３延伸開口
を通して延びている第２電池セルの第１電極端子の両方
と電気的及び物理的に結合されるように構成されており
、スペードラグを含んでいる延伸相互接続部材；スペー
ドラグを含んでいる第１相互接続部材；スペードラグを
含んでいる第２相互接続部材；及び第１、第２、第３ス
ペードクリップを含むワイヤハーネスアセンブリ；を含
むことを特徴とする電池セル相互接続及び電圧センシン
グアセンブリを提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチックフレーム部材であって、第１面及び第２面を含み、貫通して延びている第
１、第２、第３、第４延伸開口を含み、前記第１延伸開口、第２延伸開口、第３延伸開口
及び第４延伸開口がフレーム部材の縦軸に対して実質的に平行に延びており、前記第１延
伸開口及び第２延伸開口が第１軸に対して中央に位置し、第３延伸開口及び第４延伸開口
が第２軸に対して中央に位置し、第１軸及び第２軸が前記縦軸に対して垂直であり、互い
に縦方向に離隔して配置されているプラスチックフレーム部材と、
　前記第１延伸開口及び第３延伸開口を通って延びており、プラスチックフレーム部材に
結合されている延伸相互接続部材であって、第１延伸開口を通して延びている第１電池セ
ルの第１電極端子及び第３延伸開口を通して延びている第２電池セルの第１電極端子の両
方と電気的及び物理的に結合されるように構成されており、スペードラグを含んでいる延
伸相互接続部材と、
　前記プラスチックフレーム部材の第１面上でプラスチックフレーム部材に結合されてい
る第１相互接続部材であって、第２延伸開口を通して延びている第３電池セルの第１電極
端子に電気的及び物理的に結合されるように構成されており、スペードラグを含んでいる
第１相互接続部材と、
　前記プラスチックフレーム部材の第１面上でプラスチックフレーム部材に結合されてい
る第２相互接続部材であって、第４延伸開口を通して延びている第４電池セルの第１電極
端子に電気的及び物理的に結合されるように構成されており、スペードラグを含んでいる
第２相互接続部材と、
　第１、第２、第３スペードクリップを含むワイヤハーネスアセンブリであって、前記第
１スペードクリップが延伸相互接続部材のスペードラグに電気的及び物理的に結合されて
おり、前記第２スペードクリップが第１相互接続部材のスペードラグに電気的及び物理的
に結合されており、前記第３スペードクリップが第２相互接続部材のスペードラグに電気
的及び物理的に結合されているワイヤハーネスアセンブリと、
を含むことを特徴とする、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ。
【請求項２】
　前記第１相互接続部材のスペードラグは、貫通延長されたスペードラグ開口を含むこと
を特徴とする、請求項１に記載の電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ。
【請求項３】
　前記スペードラグ開口は、実質的に長方形であり、第２スペードクリップのラッチ部材
を収容するように構成されていることを特徴とする、請求項２に記載の電池セル相互接続
及び電圧センシングアセンブリ。
【請求項４】
　前記第１相互接続部材は、第１プレート部、第２プレート部、延長部及びそれのスペー
ドラグを含み、前記第２プレート部は、第１プレート部の端部に結合されており、第１プ
レート部に対して実質的に垂直に延びており、前記延長部は、第２プレート部の端部に結
合されており、第２プレート部に対して実質的に平行に延びており、前記第１相互接続部
材のスペードラグは、延長部に結合されており、第１プレート部に対して実質的に垂直に
延びていることを特徴とする、請求項１に記載の電池セル相互接続及び電圧センシングア
センブリ。
【請求項５】
　前記第１プレート部は、プラスチックフレーム部材に結合されていることを特徴とする
、請求項４に記載の電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ。
【請求項６】
　前記電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリは、第１、第２、第３電気ケーブ
ル及び電気コネクタをさらに含み、前記第１電気ケーブルは、第１スペードクリップ及び
電気コネクタの両方に電気的及び物理的に結合されており、前記第２電気ケーブルは、第
２スペードクリップ及び電気コネクタの両方に電気的及び物理的に結合されており、前記
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第３電気ケーブルは、第３スペードクリップ及び電気コネクタの両方に電気的及び物理的
に結合されていることを特徴とする、請求項１に記載の電池セル相互接続及び電圧センシ
ングアセンブリ。
【請求項７】
　第１ハウジング及び前記第１ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延
びている第１電極端子及び第２電極端子を含む第１電池セルと、
　第２ハウジング及び前記第２ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延
びている第１電極端子及び第２電極端子を含む第２電池セルと、
　第３ハウジング及び前記第３ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延
びている第１電極端子及び第２電極端子を含む第３電池セルと、
　第４ハウジング及び前記第４ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延
びている第１電極端子及び第２電極端子を含む第４電池セルと、
　第１プラスチックフレーム部材、延伸相互接続部材、第１相互接続部材、第２相互接続
部材及び第１ワイヤハーネスアセンブリを含む第１電池セル相互接続及び電圧センシング
アセンブリと、
を含む電池モジュールであって、
　前記第１プラスチックフレーム部材は、第１面及び第２面を含み、それを通して延びて
いる第１、第２、第３、第４延伸開口を含み、前記第１延伸開口、第２延伸開口、第３延
伸開口及び第４延伸開口が前記第１プラスチックフレーム部材の縦軸に対して実質的に平
行に延びており、前記第１延伸開口及び第２延伸開口が第１軸に対して中央に位置し、第
３延伸開口及び第４延伸開口が第２軸に対して中央に位置し、第１軸及び第２軸が前記縦
軸に対して垂直であり、互いに縦方向に離隔して配置されており、
　前記延伸相互接続部材は、第１延伸開口及び第３延伸開口を通って延びており、前記第
１プラスチックフレーム部材に結合されており、第１延伸開口を通して延びている第１電
池セルの第１電極端子及び第３延伸開口を通して延びている第２電池セルの第１電極端子
の両方と電気的及び物理的に結合されるように構成されており、スペードラグを含んでお
り、
　前記第１相互接続部材は、プラスチックフレーム部材の第１面上でプラスチックフレー
ム部材と結合されており、第２延伸開口を通して延びている第３電池セルの第１電極端子
と電気的及び物理的に結合されるように構成されており、スペードラグを含んでおり、
　前記第２相互接続部材は、プラスチックフレーム部材の第１面上でプラスチックフレー
ム部材と結合されており、第４延伸開口を通して延びている第４電池セルの第１電極端子
と電気的及び物理的に結合されるように構成されており、スペードラグを含んでおり、
　前記第１ワイヤハーネスアセンブリは、第１、第２、第３スペードクリップを含み、前
記第１スペードクリップが延伸相互接続部材のスペードラグに電気的及び物理的に結合さ
れており、前記第２スペードクリップが第１相互接続部材のスペードラグに電気的及び物
理的に結合されており、前記第３スペードクリップが第２相互接続部材のスペードラグに
電気的及び物理的に結合されていることを特徴とする、電池モジュール。
【請求項８】
　前記第１相互接続部材のスペードラグは、貫通延長されたスペードラグ開口を含むこと
を特徴とする、請求項７に記載の電池モジュール。
【請求項９】
　前記スペードラグ開口は、実質的に長方形であり、第２スペードクリップのラッチ部材
を収容するように構成されていることを特徴とする、請求項８に記載の電池モジュール。
【請求項１０】
　前記第１相互接続部材は、第１プレート部、第２プレート部、延長部及びそれのスペー
ドラグを含み、前記第２プレート部は、第１プレート部の端部に結合されており、第１プ
レート部に対して実質的に垂直に延びており、前記延長部は、第２プレート部の端部に結
合されており、第２プレート部に対して実質的に平行に延びており、前記第１相互接続部
材のスペードラグは、延長部に結合されており、第１プレート部に対して実質的に垂直に
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延びていることを特徴とする、請求項７に記載の電池モジュール。
【請求項１１】
　前記第１プレート部は、第１プラスチックフレーム部材に結合されていることを特徴と
する、請求項１０に記載の電池モジュール。
【請求項１２】
　前記電池モジュールは、第１、第２、第３電気ケーブル及び電気コネクタをさらに含み
、前記第１電気ケーブルは、第１スペードクリップ及び電気コネクタの両方に電気的及び
物理的に結合されており、前記第２電気ケーブルは、第２スペードクリップ及び電気コネ
クタの両方に電気的及び物理的に結合されており、前記第３電気ケーブルは、第３スペー
ドクリップ及び電気コネクタの両方に電気的及び物理的に結合されていることを特徴とす
る、請求項７に記載の電池モジュール。
【請求項１３】
　前記電池モジュールは、第１電池セルの第２電極端子、第２電池セルの第２電極端子、
第３電池セルの第２電極端子及び第４電池セルの第２電極端子と電気的及び物理的に結合
される第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリをさらに含むことを特徴とす
る、請求項７に記載の電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ、並びに電池モジュールに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　電池モジュールは、積層された多数の電池セルで構成される。このような電池モジュー
ルは、多数の電池セルを電気的に接続しなければならず、電池セルの電圧を検出して、電
池セルを効果的に管理するための別途の部材が必要である。
【０００３】
　しかし、従来は、電池セルを電気的に接続し、これらの電圧をセンシングするために、
多数の接続部材と複雑な配線構造が必要であるため、電池モジュールの全体の大きさが増
加するだけでなく、製造工程が複雑であるという欠点があった。
【０００４】
　したがって、本出願の発明者らは、構造が簡便であり且つ向上した電池セル相互接続及
び電圧センシングアセンブリ、及びアセンブリを用いる電池モジュールの必要性を認識し
た。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本出願の発明者らは、鋭意研究と様々な実験を重ねた結果、後述するような特定の構造
の電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリと電池モジュールを開発するに至った
。このような電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリと電池モジュールは、電池
セルの電圧を効率的に管理できることを確認し、本発明を完成するに至った。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施例に係る電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリが提供される
。アセンブリは、第１面（ｓｉｄｅ）及び第２面を含むプラスチックフレーム部材を含む
。プラスチックフレーム部材は第１、第２、第３、第４延伸開口（ｅｌｏｎｇａｔｅｄ　
ａｐｅｒｔｕｒｅｓ）を含む。第１延伸開口、第２延伸開口、第３延伸開口及び第４延伸
開口は、フレーム部材の縦軸に対して実質的に平行に延びている。第１延伸開口及び第２
延伸開口は、第１軸に対して中央に位置する。第３延伸開口及び第４延伸開口は、第２軸
に対して中央に位置する。第１軸及び第２軸は、前記縦軸に対して垂直であり、互いに縦
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方向に離隔して配置されている。アセンブリは、第１延伸開口及び第３延伸開口を通って
延びており、プラスチックフレーム部材に結合されている延伸相互接続部材（ｅｌｏｎｇ
ａｔｅｄ　ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ　ｍｅｍｂｅｒ）をさらに含む。延伸相互接続部材
は、第１延伸開口を通して延びている第１電池セルの第１電極端子及び第３延伸開口を通
して延びている第２電池セルの第１電極端子の両方と電気的及び物理的に結合されるよう
に構成されている。延伸相互接続部材はスペードラグ（ｓｐａｄｅ　ｌｕｇ）を含む。ア
センブリは、プラスチックフレーム部材の第１面上でプラスチックフレーム部材に結合さ
れている第１相互接続部材をさらに含む。第１相互接続部材は、第２延伸開口を通して延
びている第３電池セルの第１電極端子に電気的及び物理的に結合されるように構成されて
いる。第１相互接続部材はスペードラグを含む。アセンブリは、プラスチックフレーム部
材の第１面上でプラスチックフレーム部材に結合されている第２相互接続部材をさらに含
む。第２相互接続部材は、第４延伸開口を通して延びている第４電池セルの第１電極端子
に電気的及び物理的に結合されるように構成されている。第２相互接続部材はスペードラ
グを含む。アセンブリは、第１、第２、第３スペードクリップ（ｓｐａｄｅ　ｃｌｉｐｓ
）を含むワイヤハーネス（ｗｉｒｅ　ｈａｒｎｅｓｓ）アセンブリをさらに含む。第１ス
ペードクリップは、延伸相互接続部材のスペードラグに電気的及び物理的に結合されてい
る。第２スペードクリップは、第１相互接続部材のスペードラグに電気的及び物理的に結
合されている。前記第３スペードクリップは、第２相互接続部材のスペードラグに電気的
及び物理的に結合されている。
【０００７】
　本発明の一実施例に係る電池モジュールが提供される。電池モジュールは、第１ハウジ
ング及び第１ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延びている第１電極
端子及び第２電極端子を含む、第１電池セルを含む。電池モジュールは、第２ハウジング
及び前記第２ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延びている第１電極
端子及び第２電極端子を含む、第２電池セルをさらに含む。電池モジュールは、第３ハウ
ジング及び前記第３ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延びている第
１電極端子及び第２電極端子を含む、第３電池セルをさらに含む。電池モジュールは、第
４ハウジング及び前記第４ハウジングの第１端部及び第２端部から外側にそれぞれ延びて
いる第１電極端子及び第２電極端子を含む、第４電池セルをさらに含む。電池モジュール
は、第１プラスチックフレーム部材、延伸相互接続部材、第１相互接続部材、第２相互接
続部材及び第１ワイヤハーネスアセンブリを含む第１電池セル相互接続及び電圧センシン
グアセンブリをさらに含む。第１プラスチックフレーム部材は第１面及び第２面を含む。
第１プラスチックフレーム部材は第１、第２、第３、第４延伸開口（ｅｌｏｎｇａｔｅｄ
　ａｐｅｒｔｕｒｅｓ）を含む。第１延伸開口、第２延伸開口、第３延伸開口及び第４延
伸開口は、第１プラスチックフレーム部材の縦軸に対して実質的に平行に延びている。第
１延伸開口及び第２延伸開口は、第１軸に対して中央に位置する。第３延伸開口及び第４
延伸開口は、第２軸に対して中央に位置する。第１軸及び第２軸が前記縦軸に対して垂直
であり、互いに縦方向に離隔して配置されている。延伸相互接続部材は、第１延伸開口及
び第３延伸開口を通って延びており、第１プラスチックフレーム部材に結合されている。
延伸相互接続部材は、第１延伸開口を通して延びている第１電池セルの第１電極端子及び
第３延伸開口を通して延びている第２電池セルの第１電極端子の両方と電気的及び物理的
に結合されるように構成されている。延伸相互接続部材はスペードラグ（ｓｐａｄｅ　ｌ
ｕｇ）を含む。
【０００８】
　第１相互接続部材は、プラスチックフレーム部材の第１面上で第１プラスチックフレー
ム部材と結合されている。第１相互接続部材は、第２延伸開口を通して延びている第３電
池セルの第１電極端子と電気的及び物理的に結合されるように構成されている。第１相互
接続部材はスペードラグを含む。第２相互接続部材は、第１プラスチックフレーム部材の
第１面上で第１プラスチックフレーム部材と結合されている。第２相互接続部材は、第４
延伸開口を通して延びている第４電池セルの第１電極端子と電気的及び物理的に結合され
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るように構成されている。第２相互接続部材はスペードラグを含む。アセンブリは、第１
、第２、第３スペードクリップを含む第１ワイヤハーネス（ｗｉｒｅ　ｈａｒｎｅｓｓ）
アセンブリをさらに含む。第１スペードクリップは、延伸相互接続部材のスペードラグに
電気的及び物理的に結合されている。第２スペードクリップは、第１相互接続部材のスペ
ードラグに電気的及び物理的に結合されている。第３スペードクリップは、第２相互接続
部材のスペードラグに電気的及び物理的に結合されている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施例に係る第１及び第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセ
ンブリを含む電池モジュールの模式図である。
【図２】図１の電池モジュールの一部の断面図である。
【図３】図１の電池モジュールの一部の他の断面図である。
【図４】図１の電池モジュールに使用される第１電池セル相互接続及び電圧センシングア
センブリの模式図である。
【図５】図４の第１電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリの他の模式図である
。
【図６】図４の第１電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリの拡大図である。
【図７】図４の第１電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリの一部の拡大図であ
る。
【図８】図４の第１電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリにおいて電気コネク
タに結合されたスペードクリップの拡大図である。
【図９】図４の第１電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリに使用される電気コ
ネクタの模式図である。
【図１０】図１の電池モジュールの更に他の模式図である。
【図１１】電池モジュールに使用される第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセン
ブリを示した図１０の電池モジュールの一部の拡大図である。
【図１２】図１１の第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリの模式図である
。
【図１３】図１１の第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリの他の模式図で
ある。
【図１４】図１１の第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリに使用される電
気コネクタの模式図である。
【図１５】図１４の電気コネクタの他の模式図である。
【図１６】図１の電池モジュールの一部の断面図である。
【図１７】図１１の第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリに使用される延
伸相互接続部材の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１乃至図９及び図１６を参照すると、本発明の一実施例に係る電池モジュールが提供
される。電池モジュール１０は、電池管理システム１２に電気的に接続されている。電池
モジュール１０は、フレーム部材２０，２４，２８、絶縁層４０，４４、電池セル５０，
５４，５８，６２，６６，７０，８０，８４，８８，９２，９６，１００、熱交換器１１
０，１１２，１１４、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０，１２２、
及びエンドプレート１３０を含む。
【００１１】
　図１及び図２を参照すると、フレーム部材２０及び絶縁層４０は、それらの間に電池セ
ル５０、熱交換器１１０及び電池セル５４を収容するように構成されている。熱交換器１
１０は、電池セル５０，５４の間に配置されている。図１及び図３を参照すると、フレー
ム部材２０及び絶縁層４０はまた、それらの間に電池セル８０、熱交換器１１０及び電池
セル８４を収容するように構成されている。熱交換器１１０はまた、電池セル８０，８４
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の間に配置されている。
【００１２】
　フレーム部材２０及びフレーム部材２４は、それらの間に電池セル５８、熱交換器１１
２及び電池セル６２を収容するように構成されている。熱交換器１１２は、電池セル５８
，６２の間に配置されている。図１及び図３を参照すると、フレーム部材２０及びフレー
ム部材２４はまた、それらの間に電池セル８８、熱交換器１１２及び電池セル９２を収容
するように構成されている。熱交換器１１２はまた、電池セル８８，９２の間に配置され
ている。
【００１３】
　フレーム部材２４及びフレーム部材２８は、それらの間に電池セル６６、熱交換器１１
４及び電池セル７０を収容するように構成されている。熱交換器１１４は、電池セル６６
，７０の間に配置されている。図１及び図３を参照すると、フレーム部材２４及びフレー
ム部材２８はまた、それらの間に電池セル９６、熱交換器１１４及び電池セル１００を収
容するように構成されている。熱交換器１１４はまた、電池セル９６，１００の間に配置
されている。
【００１４】
　電池セル５０，５４，５８，６２，６６，７０，８０，８４，８８，９２，９６，１０
０のそれぞれは作動電圧を発生させるように構成されている。一実施例において、電池セ
ル５０，５４，５８，６２，６６，７０，８０，８４，８８，９２，９６，１００は、一
般的に長方形のボディー部と一対の電極端子を含むパウチ型リチウムイオン（ｉｏｎ）電
池セルであってもよい。一実施例において、電池セル５０，５４，５８，６２，６６，７
０，８０，８４，８８，９２，９６，１００は、電池セル相互接続及び電圧センシングア
センブリ上の相互接続部材を用いて互いに電気的に直列接続されている。また、一実施例
において、電池セル５０，５４，５８，６２，６６，７０，８０，８４，８８，９２，９
６，１００の電極端子を超音波溶接装置を使用して、対応する相互接続部材に超音波溶接
を行うことによって、電池セル５０，５４，５８，６２，６６，７０，８０，８４，８８
，９２，９６，１００の電極端子は、対応する相互接続部材に結合されている。
【００１５】
　図１及び図２を参照すると、電池セル５０は、ハウジング１４０の第１端部及び第２端
部からそれぞれ延びている電極端子１４２，１４４と共に長方形のハウジング１４０を含
む。電極端子１４２は、延長開口４１０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧
センシングアセンブリ１２０の相互接続部材３１０と電気的及び物理的に結合されている
。電極端子１４４は、延長開口１０１０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧
センシングアセンブリ１２２の相互接続部材９１０と電気的及び物理的に結合されている
。電池セル５０は、絶縁層４０と熱交換器１１０との間に配置される。
【００１６】
　電池セル５４は、ハウジング１５０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子１５２，１５４と共に長方形のハウジング１５０を含む。電極端子１５２は、延長
開口４１０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３１０と電気的及び物理的に結合されている。電極端子１５４は、延長開
口１０１４を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９１４と電気的及び物理的に結合されている。電池セル５４は、熱交換器
１１０と電池セル５８との間に配置される。
【００１７】
　電池セル５８は、ハウジング１６０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子１６２，１６４と共に長方形のハウジング１６０を含む。電極端子１６２は、延長
開口４１４を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３１４と電気的及び物理的に結合されている。電極端子１６４は、延長開
口１０１４を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９１４と電気的及び物理的に結合されている。電池セル５８は、電池セル
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５４と熱交換器１１２との間に配置される。
【００１８】
　電池セル６２は、ハウジング１７０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子１７２，１７４と共に長方形のハウジング１７０を含む。電極端子１７２は、延長
開口４１４を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３１４と電気的及び物理的に結合されている。電極端子１７４は、延長開
口１０１８を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９１８と電気的及び物理的に結合されている。電池セル６２は、熱交換器
１１２と電池セル６６との間に配置される。
【００１９】
　電池セル６６は、ハウジング１８０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子１８２，１８４と共に長方形のハウジング１８０を含む。電極端子１８２は、延長
開口４１８を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３１８と電気的及び物理的に結合されている。電極端子１８４は、延長開
口１０１８を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９１８と電気的及び物理的に結合されている。電池セル６６は、電池セル
６２と熱交換器１１４との間に配置される。
【００２０】
　電池セル７０は、ハウジング１９０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子１９２，１９４と共に長方形のハウジング１９０を含む。電極端子１９２は、延長
開口４１８を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３１８と電気的及び物理的に結合されている。電極端子１９４は、延長開
口１０２０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９２０と電気的及び物理的に結合されている。相互接続部材９２０はまた
、柱（図１２の９３２）と電気的及び物理的に結合されている。電池セル７０は、熱交換
器１１４と絶縁層４４との間に配置される。
【００２１】
　図１乃至図３を参照すると、電池セル５０，５４，５８，６２，６６，７０の直列結合
は、延長相互接続部材９１０を用いて電池セル８０，８４，８８，９２，９６，１００の
直列結合に電気的に直列接続されている。
【００２２】
　電池セル８０は、ハウジング２００の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子２０２，２０４と共に長方形のハウジング２００を含む。電極端子２０２は、延長
開口４２２を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３２２と電気的及び物理的に結合されている。電極端子２０４は、延長開
口１０２１を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９１０と電気的及び物理的に結合されている。電池セル８０は、絶縁層４
０と熱交換器１１０との間に配置される。
【００２３】
　電池セル８４は、ハウジング２１０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子２１２，２１４と共に長方形のハウジング２１０を含む。電極端子２１２は、延長
開口４２２を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３２２と電気的及び物理的に結合されている。電極端子２１４は、延長開
口１０２２を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９２２と電気的及び物理的に結合されている。電池セル８４は、熱交換器
１１０と電池セル８８との間に配置される。
【００２４】
　電池セル８８は、ハウジング２２０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子２２２，２２４と共に長方形のハウジング２２０を含む。電極端子２２２は、延長
開口４２６を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
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の相互接続部材３２６と電気的及び物理的に結合されている。電極端子２２４は、延長開
口１０２２を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９２２と電気的及び物理的に結合されている。電池セル８８は、電池セル
８４と熱交換器１１２との間に配置される。
【００２５】
　電池セル９２は、ハウジング２３０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子２３２，２３４と共に長方形のハウジング２３０を含む。電極端子２３２は、延長
開口４２６を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３２６と電気的及び物理的に結合されている。電極端子２３４は、延長開
口１０２６を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９２６と電気的及び物理的に結合されている。電池セル９２は、熱交換器
１１２と電池セル９６との間に配置される。
【００２６】
　電池セル９６は、ハウジング２４０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている電
極端子２４２，２４４と共に長方形のハウジング２４０を含む。電極端子２４２は、延長
開口４３０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
の相互接続部材３３０と電気的及び物理的に結合されている。電極端子２４４は、延長開
口１０２６を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２
の相互接続部材９２６と電気的及び物理的に結合されている。電池セル９６は、電池セル
９２と熱交換器１１４との間に配置される。
【００２７】
　電池セル１００は、ハウジング２５０の第１端部及び第２端部からそれぞれ延びている
電極端子２５２，２５４と共に長方形のハウジング２５０を含む。電極端子２５２は、延
長開口４３０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２
０の相互接続部材３３０と電気的及び物理的に結合されている。電極端子２５４は、延長
開口１０３０を通して延びており、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２
２の相互接続部材９３０と電気的及び物理的に結合されている。相互接続部材９３０はま
た、柱（図１２の９３４）と電気的及び物理的に結合されている。電池セル１００は、熱
交換器１１４と絶縁層４４との間に配置される。エンドプレート１３０は絶縁層４４上に
配置される。
【００２８】
　図２及び図３を参照すると、熱交換器１１０は、電池セル５０，５４の間に配置され、
これらと接触する。熱交換器１１０はまた、電池セル８０，８４の間に配置され、これら
と接触する。一実施例において、熱交換器１１０は、アルミニウムからなることができ、
貫通延長された多数の流路を設定する。冷却システムは、電池セル５０，５４，８０，８
４を冷却させるように、これら電池セル５０，５４，８０，８４から熱エネルギーを抽出
する熱交換器１１０内の多数の流路を介して空気を流動させる。
【００２９】
　熱交換器１１２は、電池セル５８，６２の間に配置され、これらと接触する。熱交換器
１１２はまた、電池セル８８，９２の間に配置され、これらと接触する。一実施例におい
て、熱交換器１１２は、アルミニウムからなることができ、貫通延長された多数の流路を
設定する。冷却システムは、電池セル５８，６２，８８，９２を冷却させるように、この
電池セル５８，６２，８８，９２から熱エネルギーを抽出する熱交換器１１２内の多数の
流路を介して空気を流動させる。
【００３０】
　熱交換器１１４は、電池セル６６，７０の間に配置され、これらと接触する。熱交換器
１１４はまた、電池セル９６，１００の間に配置され、これらと接触する。一実施例にお
いて、熱交換器１１４は、アルミニウムからなることができ、貫通延長された多数の流路
を設定する。冷却システムは、電池セル６６，７０，９６，１００を冷却させるように、
この電池セル６６，７０，９６，１００から熱エネルギーを抽出する熱交換器１１４内の
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多数の流路を介して空気を流動させる。
【００３１】
　図１及び図１０を参照すると、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０
，１２２は、電池セル５０，５４，５８，６２，６６，７０，８０，８４，８８，９２，
９６，１００を互いに電気的に直列接続させるように構成されている。
【００３２】
　図２乃至図５を参照すると、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０が
以下で説明される。アセンブリ１２０は、プラスチックフレーム部材３００、相互接続部
材３１０，３１４，３１８，３２２，３２６，３３０及びワイヤハーネスアセンブリ３４
０を含む。
【００３３】
　プラスチックフレーム部材３００は、その上に電池セル相互接続及び電圧センシングア
センブリ１２０の残りの構成要素を収容するように提供される。プラスチックフレーム部
材３００は、長方形のプレート３７０、四角リング状の隔壁３７４、分離壁３７８，３８
２，３８６及び付着タブ３９０，３９２を含む。
【００３４】
　長方形のプレート３７０は、第１面４００、及び第１面４００に対向して位置した第２
面４０２を含む。長方形のプレート３７０は、それを通して延びている延長開口４１０，
４１４，４１８，４２２，４２６，４３０をさらに含む。延長開口４１０，４１４，４１
８，４２２，４２６，４３０は、プラスチックフレーム部材３００の縦軸３５０に対して
実質的に平行に延びている。ここで、延長開口４１０，４１４，４１８は、軸３５２に対
して中央に位置する。また、延長開口４２２，４２６，４３０は、軸３５４に対して中央
に位置する。軸３５２，３５４は、縦軸３５０に対して垂直であり、互いに縦方向に離隔
して配置されている。
【００３５】
　図４及び図５を参照すると、四角リング状の隔壁３７４は、分割壁３７８，３８２，３
８６を用いて分割されている内部空間を設定する。分割壁３７８，３８２は、四角リング
状の隔壁３７４によって設定された内部空間内で互いに実質的に平行に延びている。分割
壁３８６は、四角リング状の隔壁３７４によって設定された内部空間内で分割壁３７８，
３８２に対して実質的に垂直に延びている。壁３７４，３７８，３８２，３８６は、それ
らの内部に配置されたスペードクリップ７１０，７１４，７１８，７２２，７２６，７３
０をそれぞれ含む。
【００３６】
　四角リング状の隔壁３７４は、相互接続部材３１０，３１４，３１８，３２２，３２６
，３３０の一部をそれぞれ収容するように、それを通して延びているグルーブ５１０，５
１４，５１８，５２２，５２６，５３０をさらに含む。グルーブ５１０は、内部空間５４
０に隣接する壁３７４を通して延びている。グルーブ５１４はまた、内部空間５４２に隣
接する壁３７４を通して延びている。グルーブ５１８はまた、内部空間５４６に隣接する
壁３７４を通して延びている。グルーブ５２２はまた、内部空間５４８に隣接する壁３７
４を通して延びている。グルーブ５２６はまた、内部空間５５０に隣接する壁３７４を通
して延びている。グルーブ５３０はまた、内部空間５５２に隣接する壁３７４を通して延
びている。
【００３７】
　図１及び図５を参照すると、付着タブ３９０，３９２は、フレーム部材２８に電池セル
相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０を付着するように提供される。付着タブ３
９０，３９２は、長方形プレート３７０に対して実質的に垂直である、長方形プレート３
７０の端部に結合される。
【００３８】
　図２、図３及び図５を参照すると、相互接続部材３１０，３１４，３１８，３２２，３
２６，３３０は、長方形プレート３７０の第１面４００に結合される。また、相互接続部
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材３１０，３１４，３１８，３２２，３２６，３３０は、長方形プレート３７０内で、延
長開口４１０，４１４，４１８，４２２，４２６，４３０に隣接してそれぞれ配置される
。一実施例において、相互接続部材３１０，３１４，３１８，３２２，３２６，３３０は
、銅又はニッケルがめっきされた銅から選択される１つからなることができる。しかし、
他の例として、相互接続部材３１０，３１４，３１８，３２２，３２６，３３０をなすよ
うに他の電気伝導性物質が使用されてもよい。相互接続部材３１０，３１４，３１８，３
２２，３２６，３３０は、互いに同じ構造からなることができる。単純化の目的のために
、相互接続部材３１０の構造のみを以下でより詳細に説明する。
【００３９】
　図５及び図９を参照すると、相互接続部材３１０は、第１プレート部６００、第２プレ
ート部６０２、延長部６０４、及びスペードラグ６０６を含む。第２プレート部６０２は
、第１プレート部６００の端部に結合されており、第１プレート部６００に対して実質的
に垂直に延びている。延長部６０４は、第２プレート部６０２の端部に結合されており、
第２プレート部６０２に対して実質的に平行に延びている。スペードラグ６０６は、延長
部６０４に結合されており、第１プレート部６００に対して実質的に垂直に延びている。
スペードラグ６０６は、除去可能に（ｒｅｍｏｖａｂｌｙ）電気的及び物理的にスペード
クリップ７１０に結合されるように構成されている。スペードラグ６０６は、それを通し
て延びており、実質的に長方形であり、スペードクリップ７１０のラッチ部材（ｌａｔｃ
ｈｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）を収容するように構成されているスペードラグ開口６３０を含
む。
【００４０】
　図２、図５及び図９を参照すると、第１プレート部６００は、第１プレート部６００を
プレート３７０の第１面４００に結合するための長方形プレート３７０の第１面４００か
ら延びている第１、第２装着タブを収容する開口６２０，６２２を含む。第２プレート部
６０２は、相互接続部材４１０に隣接して位置し、電池セル５０，５４の電極端子１４２
，１５２に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。また、延長部６０４は、スペー
ドラグ６０６が内部空間５４０内に配置されるようにグルーブ５１０を通して延びている
。スペードクリップ７１０は、内部空間５４０内のスペードラグ６０６に除去可能に付着
されている。
【００４１】
　相互接続部材３１４は、延長開口４１４に隣接する長方形プレート３７０の第１面４０
０に結合されている。相互接続部材３１４は、電池セル５８，６２の電極端子１６２，１
７２に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接続部材３１４はまた、スペー
ドクリップ７１４に電気的及び物理的に結合されている。
【００４２】
　相互接続部材３１８は、延長開口４１８に隣接する長方形プレート３７０の第１面４０
０に結合されている。相互接続部材３１８は、電池セル６６，７０の電極端子１８２，１
９２に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接続部材３１８はまた、スペー
ドクリップ７１８に電気的及び物理的に結合されている。
【００４３】
　図３及び図５を参照すると、相互接続部材３２２は、延長開口４２２に隣接する長方形
プレート３７０の第１面４００に結合されている。相互接続部材３２２は、電池セル８０
，８４の電極端子２０２，２１２に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接
続部材３２２はまた、スペードクリップ７２２に電気的及び物理的に結合されている。
【００４４】
　相互接続部材３２６は、延長開口４２６に隣接する長方形プレート３７０の第１面４０
０に結合されている。相互接続部材３２６は、電池セル８８，９２の電極端子２２２，２
３２に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接続部材３２６はまた、スペー
ドクリップ７２６に電気的及び物理的に結合されている。
【００４５】
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　相互接続部材３３０は、延長開口４３０に隣接する長方形プレート３７０の第１面４０
０に結合されている。相互接続部材３３０は、電池セル９６，１００の電極端子２４２，
２５２に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接続部材３３０はまた、スペ
ードクリップ７３０に電気的及び物理的に結合されている。
【００４６】
　図１、図４及び図５を参照すると、電圧を相互接続部材３１０，３１４，３１８，３２
２，３２６，３３０から電池管理システム１２に伝送するためにワイヤハーネスアセンブ
リ３４０が提供される。ワイヤハーネスアセンブリ３４０は、スペードクリップ７１０，
７１４，７１８，７２２，７２６，７３０、電気ケーブル７４０，７４４，７４８，７５
２，７５６，７６０及び電気コネクタ７７０を含む。
【００４７】
　図５及び図８を参照すると、スペードクリップ７１０，７１４，７１８，７２２，７２
６，７３０の構造は互いに同一である。そのような理由から、スペードクリップ７１０の
構造のみを以下で詳細に説明する。スペードクリップ７１０は、スペードラグ６０６に除
去可能に結合されるように構成されている。スペードクリップ７１０は、ケーブル結合部
８００、ラッチ部材８０４及び装着部材８０８，８１２を含む。ラッチ部材８０４は、ケ
ーブル結合部８００から外部に延びており、ケーブル結合部８００に結合されている。ま
た、装着部材８０８，８１２は、実質的にアーチ状（ａｒｃｕａｔｅ－ｓｈａｐｅ）であ
り、ケーブル結合部８００から延びており、ラッチ部材８０４が装着部材８０８，８１２
の間に位置するようにケーブル結合部８００に結合されている。ケーブル結合部８００は
、電気ケーブル７４０に電気的及び物理的に結合されている。ラッチ部材８０４は、スペ
ードラグ６０６の第１面から開口６３０を通してスペードラグ６０６の第２面に延びてお
り、ラッチ部材８０４がスペードラグ６０６上でスペードクリップ７１０を収容するよう
に第２面を固定する。装着部材８０８，８１２はまた、スペードラグ６０６上でスペード
クリップ７１０を収容するためにスペードラグ６０６の第２面と接触している。
【００４８】
　図４、図５及び図８を参照すると、相互接続部材３１０のスペードラグ６０６は、スペ
ードクリップ７１０に電気的及び物理的に結合されており、スペードクリップ７１０は、
電気ケーブル７４０に電気的及び物理的に結合されている。また、電気ケーブル７４０は
、電気コネクタ７０に電気的及び物理的に結合されている。
【００４９】
　相互接続部材３１４のスペードラグは、スペードクリップ７１４に電気的及び物理的に
結合されており、スペードクリップ７１４は、電気ケーブル７４４に電気的及び物理的に
結合されている。また、電気ケーブル７４４は、電気コネクタ７０に電気的及び物理的に
結合されている。
【００５０】
　相互接続部材３１８のスペードラグは、スペードクリップ７１８に電気的及び物理的に
結合されており、スペードクリップ７１８は、電気ケーブル７４８に電気的及び物理的に
結合されている。また、電気ケーブル７４８は、電気コネクタ７０に電気的及び物理的に
結合されている。
【００５１】
　相互接続部材３２２のスペードラグは、スペードクリップ７２２に電気的及び物理的に
結合されており、スペードクリップ７２２は、電気ケーブル７５２に電気的及び物理的に
結合されている。また、電気ケーブル７５２は、電気コネクタ７０に電気的及び物理的に
結合されている。
【００５２】
　相互接続部材３２６のスペードラグは、スペードクリップ７２６に電気的及び物理的に
結合されており、スペードクリップ７２６は、電気ケーブル７５６に電気的及び物理的に
結合されている。また、電気ケーブル７５６は、電気コネクタ７０に電気的及び物理的に
結合されている。
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【００５３】
　相互接続部材３３０のスペードラグは、スペードクリップ７３０に電気的及び物理的に
結合されており、スペードクリップ７３０は、電気ケーブル７６０に電気的及び物理的に
結合されている。また、電気ケーブル７６０は、電気コネクタ７０に電気的及び物理的に
結合されている。
【００５４】
　図１１乃至図１５を参照すると、本発明の一実施例に係る電池セル相互接続及び電圧セ
ンシングアセンブリ１２２が以下で説明される。アセンブリ１２２は、プラスチックフレ
ーム部材９００、延長相互接続部材９１０、相互接続部材９１４，９１８，９２０，９２
２，９２６，９３０、柱９３２，９３４及びワイヤハーネスアセンブリ９４０を含む。
【００５５】
　プラスチックフレーム部材９００は、その上に電池セル相互接続及び電圧センシングア
センブリ１２２の残りの構成要素を収容するように提供される。プラスチックフレーム部
材３００は、長方形のプレート３７０、四角リング状の隔壁３７４、分離壁３７８，３８
２，３８６及び付着タブ３９０，９８２を含む。
【００５６】
　長方形のプレート９７０は、第１面１０００、及び第１面１０００に対向して位置した
第２面１００２を含む。長方形のプレート９７０は、それを通して延びている延長開口１
０１０，１０１４，１０１８，１０２０，１０２１，１０２２，１０２６，１０３０をさ
らに含む。延長開口１０１０，１０１４，１０１８，１０２０，１０２１，１０２２，１
０２６，１０３０は、プラスチックフレーム部材９００の縦軸９５０に対して実質的に平
行に延びている。ここで、延長開口１０１０，１０１４，１０１８，１０２０は、軸９５
２に対して中央に位置する。また、延長開口１０２１，１０２２，１０２６，１０３０は
、軸９５４に対して中央に位置する。軸９５２，９５４は、縦軸９５０に対して垂直であ
り、互いに縦方向に離隔して配置されている。
【００５７】
　分割壁９７４～９９０は、長方形プレート９７０の第１面１０００から外部方向に延び
ている。分割壁９７４～９９０は内部空間１０４０，１０４２，１０４４，１０４６，１
０４８，１０５０，１０５２を設定する。図示のように、分割壁９８４，９８６，９８８
，９９０は、互いに実質的に平行に延びている。また、分割壁９７４，９７６，９７８，
９８０，９８２は、互いに対して実質的に平行に延びており、分割壁９８４，９８６，９
８８，９９０に対して垂直に延びている。内部空間１０４０，１０４２，１０４４，１０
４６，１０４８，１０５０，１０５２は、それらの内部に配置されたスペードクリップ１
２１４，１２１８，１２１０，１２２２，１２３２，１２２６，１２３０をそれぞれ含む
。
【００５８】
　分割壁９７４は、相互接続部材９１４，９１８の一部をそれぞれ収容するように、それ
を通して延びているグルーブ１０３２，１０３３を含む。グルーブ１０３２は、内部空間
１０４０に分割壁９７４を通して延びている。また、グルーブ１０３３は、内部空間１０
４２に分割壁９７４を通して延びている。
【００５９】
　分割壁９８０は、相互接続部材９２２，９２６の一部をそれぞれ収容するように、それ
を通して延びているグルーブ１０３５，１０３６を含む。グルーブ１０３５は、内部空間
１０５０に分割壁９８０を通して延びている。また、グルーブ１０３６は、内部空間１０
５２に分割壁９８０を通して延びている。
【００６０】
　分割壁９８４は、相互接続部材９１０の一部を収容するように、それを通して延びてい
るグルーブ１０３８を含む。グルーブ１０３８は、内部空間１０４４に分割壁９８４を通
して延びている。
【００６１】
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　フレーム部材２８に電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２２を付着する
ために付着タブ９９２，９９４が提供される。付着タブ９９２，９９４は、長方形プレー
ト９７０に対して実質的に垂直である、長方形プレート９７０の端部に結合される。
【００６２】
　図１１、図１２及び図１７を参照すると、延長相互接続部材９１０及び相互接続部材９
１４，９１８，９２０，９２２，９２６，９３０は長方形プレート９７０の第１面１００
０に結合されている。また、相互接続部材９１４，９１８，９２０，９２２，９２６，９
３０は、長方形プレート９７０内で、延長開口１０１４，１０１８，１０２０，１０２２
，１０２６，１０３０にそれぞれ隣接して配置される。一実施例において、相互接続部材
９１０～９３０は、銅又はニッケルがめっきされた銅から選択される１つからなることが
できる。しかし、他の例として、相互接続部材９１０～９３０をなすように他の電気伝導
性物質が使用されてもよい。前述したように、相互接続部材９１４，９１８，９２２，９
２６は互いに同じ構造を有する。
【００６３】
　延長相互接続部材９１０は、プレート部１１００、装着タブ１１０２，１１０４及びス
ペードラグ１１０６を含む。装着タブ１１０２，１１０４は、プレート部１１００の第１
、第２端部に結合されており、プレート部１１００に対して実質的に垂直に延びている。
装着タブ１１０２，１１０４は、それらを通して延びており、プラスチックフレーム部材
９００の第１面１０００から外部方向に延びたタブを収容し、延長相互接続部材９１０を
プラスチックフレーム部材９００に結合させるための第１、第２開口をそれぞれ含む。ス
ペードラグ１１０６はプレート部１１００に結合されている。延長相互接続部材９１０は
、プラスチックフレーム部材９００内で延長開口１０１０，１０２１を通って延びている
。延長相互接続部材９１０は、延長開口１０２１を通して延びている電池セル８０の電極
端子（図３の２０４）及び延長開口１０１０を通して延びている電池セル５０の電極端子
（図２の１４４）の両方と電気的及び物理的に接続されている。
【００６４】
　図２、図１１及び図１２を参照すると、相互接続部材９１４は、延長開口１０１４に隣
接する長方形プレート９７０の第１面１０００に結合されている。相互接続部材９１４は
、電池セル５４，５８の電極端子１５４，１６４に電気的及び物理的にそれぞれ結合され
ている。相互接続部材９１４はまた、スペードクリップ１２１４に電気的及び物理的に結
合されている。
【００６５】
　相互接続部材９１８は、延長開口１０１８に隣接する長方形プレート９７０の第１面１
０００に結合されている。相互接続部材９１８は、電池セル６２，６６の電極端子１７４
，１８４に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接続部材９１８はまた、ス
ペードクリップ１２１８に電気的及び物理的に結合されている。
【００６６】
　図２、図１１、図１２及び図１４を参照すると、相互接続部材９２０は、延長開口１０
２０に隣接する長方形プレート９７０の第１面１０００に結合されている。相互接続部材
９２０は、第１プレート部１１４０、第２プレート部１１４２、延長部１１４４、及びス
ペードラグ１１４６を含む。第２プレート部１１４２は、第１プレート部１１４０の端部
に結合されており、第１プレート部１１４０に対して実質的に垂直に延びている。延長部
１１４４は、第２プレート部１１４２の端部に結合されており、第２プレート部１１４２
に対して実質的に垂直に延びている。スペードラグ１１４６は、延長部１１４４に結合さ
れており、第１プレート部１１４０に対して実質的に垂直に延びている。スペードラグ１
１４６は、除去可能に（ｒｅｍｏｖａｂｌｙ）電気的及び物理的にスペードクリップ１２
２２に結合されるように構成されている。
【００６７】
　第１プレート部１１４０は、第１プレート部１１４０がプレート９７０の第１面１００
０に結合するための長方形プレート９７０の第１面１０００から延びている第１、第２装



(15) JP 2017-510955 A 2017.4.13

10

20

30

40

50

着タブを収容する開口１１６０，１１６２を含む。第２プレート部１１４２は、延長開口
１０２０に隣接して配置され、電池セル７０の電極端子１９４に電気的及び物理的に結合
されている。第２プレート部１１４２は、柱９３２を収容するために貫通延長されている
開口１１７０を含む。相互接続部材９２０は柱９３２に電気的に接続されている。スペー
ドクリップ１２２２は、スペードラグ１１４６に除去可能に付着されている。
【００６８】
　図３、図１１及び図１２を参照すると、相互接続部材９２２は、延長開口１０２２に隣
接する長方形プレート９７０の第１面１０００に結合されている。相互接続部材９２２は
、電池セル８４，８８の電極端子２１４，２２４に電気的及び物理的にそれぞれ結合され
ている。相互接続部材９２２はまた、スペードクリップ１０２６に電気的及び物理的に結
合されている。
【００６９】
　相互接続部材９２６は、延長開口１０２６に隣接する長方形プレート９７０の第１面１
０００に結合されている。相互接続部材９２６は、電池セル９２，９６の電極端子２３４
，２４４に電気的及び物理的にそれぞれ結合されている。相互接続部材９２６はまた、ス
ペードクリップ１２３０に電気的及び物理的に結合されている。
【００７０】
　相互接続部材９３０は、前述したように、相互接続部材９２０と同じ構造を有する。相
互接続部材９３０は、延長開口１０３０に隣接する長方形プレート９７０の第１面１００
０に結合されている。相互接続部材９３０は、電池セル１００の電極端子２５４に電気的
及び物理的に結合されている。相互接続部材９３０はまた、スペードクリップ１２３２に
電気的及び物理的に結合されている。相互接続部材９３０は柱９３４に電気的に結合され
ている。
【００７１】
　電圧を相互接続部材９１０，９１４，９１８，９２０，９２２，９２６，９３０から電
池管理システム１２に伝送するためにワイヤハーネスアセンブリ９４０が提供される。ワ
イヤハーネスアセンブリ９４０は、スペードクリップ１２１０，１２１４，１２１８，１
２２２，１２２６，１２３０，１２３２、電気ケーブル１２４０，１２４４，１２４８，
１２５２，１２５６，１２６０，１２６２及び電気コネクタ１２７０を含む。スペードク
リップの構造は、上述したスペードクリップ７１０とそれぞれ同一である。
【００７２】
　延長相互接続部材９１０のスペードラグは、スペードクリップ１２１０に電気的及び物
理的に結合されており、スペードクリップ１２１０は、電気ケーブル１２４０に電気的及
び物理的に結合されている。また、電気ケーブル１２４０は、電気コネクタ１２７０に電
気的及び物理的に結合されている。
【００７３】
　相互接続部材９１４のスペードラグは、スペードクリップ１２１４に電気的及び物理的
に結合されており、スペードクリップ１２１４は、電気ケーブル１２４４に電気的及び物
理的に結合されている。また、電気ケーブル１２４４は、電気コネクタ１２７０に電気的
及び物理的に結合されている。
【００７４】
　相互接続部材９１８のスペードラグは、スペードクリップ１２１８に電気的及び物理的
に結合されており、スペードクリップ１２１８は、電気ケーブル１２４８に電気的及び物
理的に結合されている。また、電気ケーブル１２４８は、電気コネクタ１２７０に電気的
及び物理的に結合されている。
【００７５】
　相互接続部材９２０のスペードラグは、スペードクリップ１２２２に電気的及び物理的
に結合されており、スペードクリップ１２２２は、電気ケーブル１２５２に電気的及び物
理的に結合されている。また、電気ケーブル１２５２は、電気コネクタ１２７０に電気的
及び物理的に結合されている。
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【００７６】
　相互接続部材９２２のスペードラグは、スペードクリップ１２２６に電気的及び物理的
に結合されており、スペードクリップ１２２６は、電気ケーブル１２５６に電気的及び物
理的に結合されている。また、電気ケーブル１２５６は、電気コネクタ１２７０に電気的
及び物理的に結合されている。
【００７７】
　相互接続部材９２６のスペードラグは、スペードクリップ１２３０に電気的及び物理的
に結合されており、スペードクリップ１２３０は、電気ケーブル１２６０に電気的及び物
理的に結合されている。また、電気ケーブル１２６０は、電気コネクタ１２７０に電気的
及び物理的に結合されている。
【００７８】
　相互接続部材９３０のスペードラグは、スペードクリップ１２３２に電気的及び物理的
に結合されており、スペードクリップ１２３２は、電気ケーブル１２６２に電気的及び物
理的に結合されている。また、電気ケーブル１２６２は、電気コネクタ１２７０に電気的
及び物理的に結合されている。
【００７９】
　図１、図２及び図３を参照すると、作動時に、第１、第２電池セル相互接続及び電圧セ
ンシングアセンブリ１２０，１２２は、電気的に電池セル５０，５４，５８，６２，６６
，７０，８０，８４，８８，９２，９６，１００を互いに直列接続させる。また、第１、
第２電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリ１２０，１２２は、電池管理システ
ム１２に電気的に接続される。したがって、電池管理システム１２は、アセンブリ１２０
の相互接続部材３１０，３１４，３１８，３２２，３２６，３３０から電池セル回路の内
部の具体的な電気的ノードで作動電圧を測定することができ、アセンブリ１２０の相互接
続部材９１０，９１４，９１８，９２０，９２２，９２６，９３０から電圧を受け取り、
格納装置内の作動電圧に一致する数値を格納することができる。また、電池管理システム
１２は、格納された数値に基づいて関連する電池セルの充電状態及び電池セルの健康状態
（ＳＯＨ）を測定することができる。一例として、電池管理システムは１２は、その内部
にプログラムの作動が可能なコンピュータを含むことができる。
【００８０】
　図面を参照して説明したように、電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリと電
池モジュールは、他のアセンブリ及びモジュールよりも相当な利点を提供する。特に、電
池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリと電池モジュールは、隣接する２つの電池
セル積層体を電気的に接続させ、統制及び診断の目的のために、関連する電圧を電気コネ
クタに伝送することができる。
【００８１】
　たとえ、本発明は、単に制限された数の例示にのみ関連して具体的に記述されたが、本
発明が、上記に表現された例示のみに限定されるものではない点を認識しなければならな
い。より正確には、本発明は、変形、変更、置換、またはここに表現されたものだけでな
く、本発明の意図と範疇に適するように、相応する組み合わせにいくらでも修正可能であ
る。さらに、たとえ、本発明の様々な例示が表現されたが、本発明の様態は、単に表現さ
れた例示の一部のみを含むことができるという点を認識しなければならない。したがって
、本発明は、上記の表現によって限定されるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　本発明に係る電池セル相互接続及び電圧センシングアセンブリと電池モジュールは、他
のアセンブリ及びモジュールよりも相当な利点を提供する。特に、電池セル相互接続及び
電圧センシングアセンブリと電池モジュールは、隣接する２つの電池セル積層体を電気的
に接続させ、統制及び診断の目的のために、関連する電圧を電気コネクタに伝送すること
ができる。
【符号の説明】
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【００８３】
１０　 電池モジュール
１２　 電池管理システム
２０　 フレーム部材
２４　 フレーム部材
２８　 フレーム部材
４０　 絶縁層
４４　 絶縁層
５０　 電池セル
５４　 電池セル
５８　 電池セル
６２　 電池セル
６６　 電池セル
７０　 電池セル
８０　 電池セル
８４　 電池セル
８８　 電池セル
９２　 電池セル
９６　 電池セル
１００ 電池セル
１１０ 熱交換器
１１２ 熱交換器
１１４ 熱交換器
１２０ 電圧センシングアセンブリ
１２２ 電圧センシングアセンブリ
１３０ エンドプレート
１４０ ハウジング
１４２ 電極端子
１４４ 電極端子
１５０ ハウジング
１５２ 電極端子
１５４ 電極端子
１６０ ハウジング
１６２ 電極端子
１６４ 電極端子
１７０ ハウジング
１７２ 電極端子
１７４ 電極端子
１８０ ハウジング
１８２ 電極端子
１８４ 電極端子
１９０ ハウジング
１９２ 電極端子
１９４ 電極端子
２００ ハウジング
２０２ 電極端子
２０４ 電極端子
２１０ ハウジング
２１２ 電極端子
２１４ 電極端子
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２２０ ハウジング
２２２ 電極端子
２２４ 電極端子
２３０ ハウジング
２３２ 電極端子
２３４ 電極端子
２４０ ハウジング
２４２ 電極端子
２４４ 電極端子
２５０ ハウジング
２５２ 電極端子
２５４ 電極端子
３００ プラスチックフレーム部材
３１０ 相互接続部材
３１４ 相互接続部材
３１８ 相互接続部材
３２２ 相互接続部材
３２６ 相互接続部材
３３０ 相互接続部材
３４０ ワイヤハーネスアセンブリ
３５０ 縦軸
３５２ 軸
３５４ 軸
３７０ 長方形プレート
３７４ 隔壁
３７８ 壁
３８２ 壁
３８６ 壁
３９０ 付着タブ
３９２ 付着タブ
４００ 第１面
４０２ 第２面
４１０ 延長開口
４１４ 延長開口
４１８ 延長開口
４２２ 延長開口
４２６ 延長開口
４３０ 延長開口
５１０ グルーブ
５１４ グルーブ
５１８ グルーブ
５２２ グルーブ
５２６ グルーブ
５３０ グルーブ
５４０ 内部空間
５４２ 内部空間
５４６ 内部空間
５４８ 内部空間
５５０ 内部空間
５５２ 内部空間
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６００ 第１プレート部
６０２ 第２プレート部
６０４ 延長部
６０６ スペードラグ
６２０ 開口
６２２ 開口
６３０ 開口
７１０ スペードクリップ
７１４ スペードクリップ
７１８ スペードクリップ
７２２ スペードクリップ
７２６ スペードクリップ
７３０ スペードクリップ
７４０ 電気ケーブル
７４４ 電気ケーブル
７４８ 電気ケーブル
７５２ 電気ケーブル
７５６ 電気ケーブル
７６０ 電気ケーブル
７７０ 電気コネクタ
８００ ケーブル結合部
８０４ ラッチ部材
８０８ 装着部材
８１２ 装着部材
９００ プラスチックフレーム部材
９１０ 相互接続部材
９１４ 相互接続部材
９１８ 相互接続部材
９２０ 相互接続部材
９２２ 相互接続部材
９２６ 相互接続部材
９３０ 相互接続部材
９３２ 柱
９３４ 柱
９４０ ワイヤハーネスアセンブリ
９５０ 縦軸
９５２ 軸
９５４ 軸
９７０ 長方形プレート
９７４ 分割壁
９７６ 分割壁
９７８ 分割壁
９８０ 分割壁
９８２ 分割壁
９８４ 分割壁
９８６ 分割壁
９８８ 分割壁
９９０ 分割壁
９９２ 付着タブ
９９４ 付着タブ
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１０００　　　第１面
１００２　　　第２面
１０１０　　　延長開口
１０１４　　　延長開口
１０１８　　　延長開口
１０２０　　　延長開口
１０２１　　　延長開口
１０２２　　　延長開口
１０２６　　　延長開口
１０３０　　　延長開口
１０３２　　　グルーブ
１０３３　　　グルーブ
１０３５　　　グルーブ
１０３６　　　グルーブ
１０３８　　　グルーブ
１０４０　　　内部空間
１０４２　　　内部空間
１０４４　　　内部空間
１０４６　　　内部空間
１０４８　　　内部空間
１０５０　　　内部空間
１０５２　　　内部空間
１１００　　　プレート部
１１０２　　　装着タブ
１１０４　　　装着タブ
１１０６　　　スペードラグ
１１４０　　　第１プレート部
１１４２　　　第２プレート部
１１４４　　　延長部
１１４６　　　スペードラグ
１１６０　　　開口
１１６２　　　開口
１１７０　　　開口
１２１０　　　スペードクリップ
１２１４　　　スペードクリップ
１２１８　　　スペードクリップ
１２２２　　　スペードクリップ
１２２６　　　スペードクリップ
１２３０　　　スペードクリップ
１２３２　　　スペードクリップ
１２４０　　　電気ケーブル
１２４４　　　電気ケーブル
１２４８　　　電気ケーブル
１２５２　　　電気ケーブル
１２５６　　　電気ケーブル
１２６０　　　電気ケーブル
１２６２　　　電気ケーブル
１２７０　　　電気コネクタ
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